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広い施設内を丁寧に案内していただいたのは、施設長の明田 卓さん。施設内で
は、生活排水を浄化してカモのいる庭の池に利用したり、太陽光発電の導入など、
至る所で環境資源のリサイクルを考えた工夫がされているとのこと。「いろいろな
体験プログラムを通して遊びの中で学び、豊富な自然に囲まれて地球に優しい環
境への配慮を考える機会を持っていただきたい。暖かくなるこれからの良い季節
には、この施設でぜひご家族のふれあいと体験をしてください」
限りある資源を有効に利用する、新しい農村文化に出会える施設です。

南丹市八木農村環境公園　氷室の郷
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◆住所：南丹市八木町氷所赤見21-1 
◆交通：国道9号線から八木駅前交差点を
左折。大堰川を渡って左折し、つきあた
りを右折。
◆月曜日定休。

煩
雑
と
し
た
日
常
か
ら
解
き
放

た
れ
、
一
面
に
広
が
る
の
ど
か
な

田
園
風
景
が
続
く
。
そ
こ
に
現
れ

た
の
は
、
ト
ン
ガ
リ
屋
根
と
曲
線

で
調
和
の
と
れ
た
「
氷
室
の
郷
」。

広
大
な
敷
地
内
に
は
、
屋
内
多

目
的
ホ
ー
ル
と
野
外
ス
テ
ー
ジ
の

両
方
に
使
用
で
き
る
『
田
園
ホ
ー

ル
』
や
、
木
工
・
陶
芸
や
紙
す
き

体
験
な
ど
が
楽
し
め
る
『
草
木
工

房
』、
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
や
そ
ば
打

ち
体
験
が
で
き
る
『
農
食
館
』
な

ど
が
あ
り
、
中
庭
に
は
心
安
ら
ぐ

芝
生
の
広
場
が
あ
り
ま
す
。

馬
田
川
に
架
か
る
小
さ
な
橋
を

渡
っ
た
向
こ
う
側
に
は
、
ダ
チ
ョ

ウ
た
ち
が
来
園
者
を
迎
え
て
く
れ

る
ふ
れ
あ
い
広
場
や
、
美
し
い
羽

根
が
自
慢
の
ク
ジ
ャ
ク
小
屋
が
あ

り
ま
す
。
意
外
に
大
き
く
て
迫
力

の
あ
る
ダ
チ
ョ
ウ
に
は
驚
き
ま
し

た
が
、
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
ポ
ー

ズ
を
と
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

施
設
内
の
農
園
で
は
、
八
木
バ

イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の

「
や
ぎ
バ
イ
オ
グ
リ
ー
ン
」（
家
畜

ふ
ん
尿
と
お
か
ら
を
混
ぜ
て
作
ら

れ
た
堆
肥
）
を
使
用
し
て
有
機
野

菜
や
果
樹
な
ど
が
作
ら
れ
、
こ
れ

ら
の
安
全
な
食
材
を
使
っ
た
弁
当

や
食
事
、
出
来
立
て
の
パ
ン
な
ど

は
併
設
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ご
賞

味
い
た
だ
け
ま
す
。

施
設
へ
の
入
場
は
無
料
で
す
が
、

各
種
体
験
は
有
料
で
、
事
前
に
予
約

が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
施
設

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

土
の
香
り
、
大
自
然
の
恵
み
と
体
験
の
宝
庫

施設長 明　田　　卓 さん

▲五色のひし餅作り講習会の様子

施
設
全
景
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